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授業支援システム「SKYMENU」が、全小学校でもクラウド化︕ 

令和７年４月より、授業支援 Web システム

「SKYMENU Cloud」が、市内全小学校で使用で

きるようになります（L-Gate に表示されているア

イコンからログインします）。システムを使用す

るにあたり、４月３日に小学校の先生方へ向け

て、オンラインにて説明会を行います（説明会の

詳細は、3/4 学校掲示板にて掲載済）。 

クラウド化されたことで、今後は学校外でもイ

ンターネットに接続された環境下であれば、課題

の配信等ができるようになります。課題を受け取

った児童・生徒は、取り組んだ後、各家庭から課

題を提出することが可能になります。 

また「SKYMENU Teacher’s Community Site」にアクセスすると、全国の実践事例や発表ノートの素

材を閲覧したりダウンロードして活用したりすることも可能です（四日市市のアカウントでユーザー登録

すると、さらに多くの資料活用ができます）。ライブ公開提出箱や気づきメモなど、新たな機能も加わり

ました（マニュアル等については「サポート・マニュアル(図中の    )」のリンク先に、テキストや動画等で公

開されています）。先行して導入している中学校では、SKYMENU Cloud の新機能を使ってすでに実践

されている先生方がいるので、学びの一体化等を利用しながら情報交換することも可能です。主体的・対

話的で深い学びの実現に向けた授業改善にお役立てください。 

 

 

 

小学校サポートルーム実践交流会 

小学校サポートルームでは、発達等に課題がある児童に

対して週１時間程度の取り出し授業を行い、学校全体の特

別支援教育の推進をはかっています。令和５年度までに、

通級指導教室設置校を除く全ての小学校にサポートルーム

が設置されました。 

令和６年度は、夏季休業中に小学校サポートルームの担

当者が参加する実践交流会を開催しました。小学校３校の

実践発表が行われた後、担当者同士でグループになり、日

頃の指導内容などについて情報交換を行いました。参加者

からは、「実践内容はとても具体的で、すぐに実践してみた

いと思った」「保護者との連携や校内職員への情報発信は、

今後真似していきたい点が多々あり、よい機会となった」

という感想がよせられました。 
  

 

教育支援課マスコットキャラクター 
しえん君 

四日市市教育委員会 教育支援課 
四日市市諏訪町 （四日市市総合会館６階） 

ホームページ http://www.yokkaichi.ed.jp/e-center/
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児童生徒が毎日入力する

「心の天気」の移り変わり

を会話の糸口とすること

で、教員と生徒のコミュニ

ケーションの活性化や、教

育相談の充実、早期支援に

役立つことが期待できま

す。 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第４２０集 研修・研究グループ  研修員  林 直哉 

若手教員の力を引き出す先輩教員の見方・考え方 

— 授業リフレクションの分析を通して — 

第４２１集 登校サポートセンター 指導員 川合 由佳 倉田 優希 

 田中 寿子 山田 芽衣 

  

「授業がうまくいかない

こと」が若手教員の大きな

悩みの一つであることが、

最近の調査研究から分かっ

ています。本研究で得られ

た知見は、そうした悩みを

抱える若手教員に応える一

助となると考えます。 

令和６年度、教育支援課で取り組んできた研究を報
告します。それぞれの研究にあたり、御協力いただき
ました学校及び関係教職員の皆様、関係機関に心より
お礼申し上げます。この研究の成果が、今後の実践に
広く活用されることを願います。 

情動可視化アプリを活用した不登校未然防止 

—「心の天気」から見える予兆— 

本研究では、周りの先輩教員が若手教員の授業づくりをどのように支えて

いけばよいのか検討しました。研究対象者は、教育アドバイザー２名とその

指導を受ける若手教員２名としました。そして、授業リフレクション時の発

話記録を分析し、若手教員の力を引き出す支援のあり方について検討しまし

た。 

その結果、次の２点が明らかになりました。１点目は、先輩教員は若手教

員自身の立場になって、その視点からものごとを捉え、思いや願いに共感し

て見ていたことです。２点目は、先輩教員が自身の見方・考え方をそのまま

伝えるだけでなく、若手教員の一歩先を見据え、タイミングよく新たな見方

を示していたことです。 

こうした支援によって、若手教員が「授業を見てもらうことの意義を実感

する」ことができたため、若手教員とかかわるさまざまな立場の先輩教員に

とって、授業を通したかかわりの好例として、汎用できると考えられまし

た。 

執筆者からの一言 

執筆者からの一言 

論文本文はこちら 

論文本文はこちら 

１人１台端末を活用した、児童生徒一人ひとりの情動可視化アプリ「心の

天気」のデータに表れる情動の振幅（天気の変化）を分析することで、不登

校未然防止に活用できないかを検証しました。 

本研究では、調査対象校の生徒が１日２回入力した心の天気のデータをそ

れぞれ数値化し、週毎に分析し、情動の振幅の大きさを通常登校生徒と不登

校及び不登校リスク群の生徒それぞれを比較分析しました。また、情動可視

化アプリ「心の天気」の利用に関するアンケートを教員と生徒に実施しまし

た。 

その結果、不登校及び不登校リスク群の生徒の情動の振幅（天気の変化）

が通常登校生徒と比較して大きく、通常登校生徒とは異なる傾向が見られる

ことがわかりました。また、アンケート結果からは「心の天気」を利用して

から、教員と生徒とのコミュニケーションの回数が増えたことや教員間での

生徒の情報共有の機会が増えたと感じている割合が高いことがわかりまし

た。 
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「研究報告」を活⽤しよう︕ 

上述の「研究報告」の詳細は、四日市市立教育センター・視聴覚センターのホームページ（「文書等ダウンロ

ード」のページ）で、ご覧頂けます。また、今夏の教職員研修講座で研究報告を行います。ご参照頂き、日々

の実践にご活用願います！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各論文とその概要版は 

こちらから⇒ 

ここをクリックする
と、内容をご覧頂く
ことができます 

令和７年度夏季教職員研修講座に注目︕研究報告を⾏います︕ 
日 時・場所 内 容 

令和７年７月２５日(金) 

１４：００～１６：３０ 

 (総合会館７階 第１研修室) 

登校サポート教員研修会②にて 

「情動可視化アプリを活用した不登校未然防止」 

－ 「心の天気」から見える予兆 － 

令和６年度登校サポートセンター指導員  川合 由佳 

令和７年 8 月７日(木) 

９：３０～１２：００ 

(総合会館 7 階 第 1 研修室) 

講演 

「授業づくりを通して 変わる教員の学び方」 

～教員養成と教職員研修に関わる立場から～ 

三重大学教育学部 准教授 加納 岳拓 

研究発表 

「若手教員の力を引き出す先輩教員の見方・考え方」 

－ 授業リフレクションの分析を通して － 

令和６年度研修員 林 直哉 

 

各研究の詳しい内容は、教育支援課までお問い合わせください。また、四日市市立教育センター・

視聴覚センターのホームページで、閲覧・ダウンロードをして頂けます。 

（下記をご参照ください） 

 

過去のセンター
ニュースはこち
ら 

研究報告は、ページ
の下にリンクがあり
ます。 


